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　７月７日㈰ド･レ･ミの運動会が盛大に行われ
ました。
　当日は雨の予報にも関わらず見事な晴れ。
　きっと園児の願いと、このニコニコ笑顔が天
気を変えたのでしょうね。
　園児のパワーにアッパレ！！

ド･レ･ミ運動会



議会だより　２

一 般 質 問

第２回定例会での一般質問は、質問と答弁内容を要約して登壇順にお知らせしています。
詳しく知りたい方は、議会事務局及びレ･コード館図書プラザで閲覧することができます。

町政のここが聞きたい

定 例 会

《
質
問
》

　

有
害
鳥
獣
に
要
す
る
経
費
の
高
騰
と
地
域

に
銃
砲
店
が
な
く
な
り
銃
砲
の
購
入
が
難
し

く
な
っ
た
。
購
入
は
本
人
で
な
け
れ
ば
で
き

な
く
、
電
話
注
文
や
代
理
者
と
は
な
ら
な
い
。

弾
に
限
っ
て
も
警
察
の
許
可
が
不
要
な
の
は

散
弾
銃
で
３
０
０
発
、
ラ
イ
フ
ル
銃
５０
発
で

す
べ
て
を
使
い
切
ら
な
い
と
次
の
購
入
が
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
ハ
ン
タ
ー
の
捕
獲
意

欲
が
徐
々
に
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
町

内
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
国
の
補
助

制
度
を
活
用
し
町
が
支
給
す
る
額
に
国
の

８
千
円
を
加
え
る
と
と
も
に
個
体
確
認
手
続

き
の
簡
素
化
を
検
討
し
て
ほ
し
く
見
解
を
伺

う
。

《
答
弁
》

小
竹
町
長　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
が
大
き
く
、
一
町
で
は
非
効
率
な
た
め
管

内
で
協
議
会
を
組
織
し
連
携
し
て
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

　

町
は
、
捕
獲
し
た
ハ
ン
タ
ー
に
支
払
う
額

を
平
成
２３
年
度
か
ら
５
千
円
を
一
律
８
千
円

１
ハ
ン
タ
ー（
猟
友
会
）の
方
々

 

の
負
担
を
減
ら
し
て
ほ
し
い

椎名徳次議員

◎
『
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
』

　

平
成
２５
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
１８

日
に
招
集
さ
れ
、
休
会
を
は
さ
み
２１
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
１８
日
は
町
長
・
教
育
長
の
行

政
報
告
か
ら
始
ま
り
、
人
事
案
件
２
件

を
適
任
、
報
告
６
件
を
受
理
、
条
例
の

制
定
や
改
正
な
ど
議
案
７
件
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
２１
日
は
、
４
人
４
件
の
一

般
質
問
か
ら
始
ま
り
、
３
期
目
と
な
る

小
竹
町
政
の
政
策
的
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
た
平
成
２５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
６

件
を
可
決
。

　

そ
の
後
、
６
月
２７
日
～
２８
日
に
行
わ

れ
た
全
道
の
町
村
議
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
及
び
先
進
事
例
行
政
視
察
に
参

加
す
る
た
め
議
員
派
遣
の
決
定
。

　

議
員
提
案
に
よ
る
住
民
の
声
を
国
等

に
届
け
る
意
見
書
全
５
件
を
慎
重
審
議

し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ

た
工
事
の
請
負
契
約
１
件
を
可
決
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
２
回

　
　
　
　

定
例
会
の
概
要

と
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
年
間
約
２
万
頭
近
く
が
捕
獲

さ
れ
、
被
害
等
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

捕
獲
に
係
る
国
の
助
成
は
、
平
成
２２
年
の

法
改
正
で
エ
ゾ
シ
カ
１
頭
あ
た
り
８
千
円
を

上
限
に
ハ
ン
タ
ー
へ
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
助
成
は
、
平
成
２５
～
２７
年
度

ま
で
の
最
大
３
年
間
で
支
給
総
額
も
決
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
期
間
中
で
も
す
べ
て
使
い

切
っ
た
段
階
で
助
成
は
打
ち
切
り
と
な
り
、

以
降
は
町
費
で
賄
う
こ
と
に
な
る
。
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
は
、
国
の
助
成
制
度
に
関
わ
ら

ず
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

協
議
会
で
は
、
国
の
制
度
の
取
り
扱
い
を
、

関
係
機
関
と
の
話
し
合
い
の
結
果
を
踏
ま
え

額
の
値
上
げ
は
せ
ず
に
、
冬
季
の
駆
除
期
間

の
拡
大
と
保
護
区
や
国
・
道
有
林
で
の
捕
獲

の
実
施
、
ワ
ナ
猟
の
実
施
・
拡
充
。
併
せ
て

将
来
の
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
新
た
な
ハ
ン

タ
ー
の
育
成
な
ど
で
捕
獲
頭
数
を
増
や
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

町
は
、
国
の
捕
獲
費
助
成
が
あ
る
間
も
額

は
増
額
せ
ず
、
狩
猟
免
許
取
得
や
銃
器
購
入

の
支
援
な
ど
を
行
い
、
担
い
手
の
育
成
を
継

続
的
に
図
り
た
い
。

　

手
続
き
の
簡
素
化
は
、
国
の
定
め
で
捕
獲

固
体
を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
必
ず
確
認

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

１　

町
担
当
者
が
現
場
に
赴
き
確
認
す
る
。

２　

捕
獲
場
所
が
特
定
で
き
、
日
付
・
固
体

　

全
体
・
捕
獲
者
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
提
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出
し
町
担
当
者
が
確
認
す
る
。

３　

個
体
ま
た
は
そ
の
部
位
を
町
に
提
出
し

　

確
認
す
る
。

　

当
町
で
は
、
確
認
後
の
個
体
処
理
や
ハ
ン

タ
ー
の
負
担
を
軽
減
し
た
く
本
年
４
月
か
ら

「
２
」
と
し
て
い
る
。

　

当
初
は
様
々
な
課
題
も
あ
っ
た
が
、
現

在
は
こ
の
方
法
が
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
町
と
し
て
国
の
規
定
を
遵
守
し
つ
つ
、

現
場
で
起
き
て
い
る
課
題
は
道
を
通
じ
要
望

す
る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

《
再
質
問
》

椎
名
議
員　

①
国
の
助
成
制
度
活
用
に
よ
り

捕
獲
意
欲
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、

答
弁
で
国
が
支
給
し
て
い
る
た
め
町
は
し
な

く
て
も
よ
い
考
え
と
受
け
取
っ
た
。
近
辺
に

は
銃
砲
店
も
な
く
、
購
入
も
規
制
が
あ
る
こ

と
か
ら
若
干
で
も
上
乗
せ
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
提
出
方
法
は
す
べ
て
煩
雑
で
あ
り
、
各

町
毎
で
方
法
が
異
な
る
の
も
ど
う
か
と
思
う
。

当
町
は
協
議
会
の
幹
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
統

一
を
図
っ
て
ほ
し
い
が
。

《
再
質
問
の
答
弁
》

小
竹
町
長　

①
町
は
、
上
乗
せ
す
る
必
要
は

な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
こ
れ

ま
で
の
も
の
を
将
来
の
対
策
費
に
充
て
た
い
。

国
の
助
成
は
２
～
３
年
で
終
わ
る
一
時
的
な

も
の
だ
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
将
来
も
持
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
各
町
で
施
設
や
設
備
等
が
異
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
で
判
断
す
る
。
当
町
に
と
っ
て
は

現
状
が
一
番
と
考
え
て
い
る
が
、
な
お
簡
素

化
で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

２
本
当
に
労
働
者
の
賃
金
は

　
　
　
　

上
が
っ
て
い
る
の
か

秋山三津男議員

◎
『
労
務
単
価
に
つ
い
て
』

《
質
問
》

　

今
年
４
月
か
ら
、
北
海
道
の
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
が
平
均
１６
％
の
大
幅
な
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
た
。
一
般
運
転
手
は
、
１
１
，

１
０
０
円
か
ら
１
２
，
８
０
０
円
で
１
，
７

０
０
円
ア
ッ
プ
。
大
工
は
、
１
４
，
０
０
０

円
か
ら
１
６
，
５
０
０
円
で
２
，
５
０
０
円

の
ア
ッ
プ
。
一
般
作
業
員
は
、
１
１
，
０
０

０
円
か
ら
１
２
，
７
０
０
円
に
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
の
知
る
範
囲
で
は
ア
ッ
プ

し
た
人
は
お
ら
ず
月
給
が
日
給
、
日
給
が

時
給
と
な
り
ダ
ウ
ン
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
町
の
一
般
作
業
員
賃
金
は
８
千
円
前
後
で
、

約
１
万
円
の
方
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
改
定
さ
れ
た
労
務
単
価
を

町
発
注
業
者
・
下
請
業
者
・
労
働
者
へ
周
知

徹
底
を
図
り
、
単
価
ア
ッ
プ
が
現
場
で
徹
底

さ
れ
る
よ
う
に
町
が
業
者
・
業
界
に
要
請
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
単
価
改
定
を
踏
ま
え
実
際
に
賃
金

が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
た
め
に
も
、
町
も
北
海
道

に
習
い
建
設
工
事
の
状
況
を
調
査
す
べ
き
と

思
う
が
。

《
答
弁
》

小
竹
町
長　

町
の
労
務
単
価
は
、
国
・
道
が

定
め
た
単
価
に
基
づ
き
適
切
な
設
計
を
実
施

し
て
い
る
。
今
回
の
新
単
価
は
、
今
年
４
月

に
国
土
交
通
省
が
業
界
団
体
に
対
し
、
技
能

労
働
者
の
賃
金
水
準
引
き
上
げ
等
を
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
周
知
徹
底
を
要
請
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
趣
旨
を
踏
ま
え
、
各
会
社
の
経

営
環
境
及
び
技
能
労
働
者
の
経
験
等
に
よ
り

賃
金
差
は
あ
る
と
思
う
が
、
新
冠
建
設
協
会

を
通
じ
会
員
の
建
設
業
者
の
方
々
に
周
知
を

要
請
す
る
こ
と
が
公
共
工
事
に
携
わ
る
技
能

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
道
が
実
施
し
て
い
る
下
請
工
事
の

状
況
等
調
査
に
は
、
労
務
単
価
に
関
す
る
項

目
も
含
ま
れ
、
結
果
は
必
要
に
応
じ
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
町
の
発
注
工
事
は

指
名
業
者
が
限
ら
れ
、
下
請
け
に
出
す
工
種

は
元
請
け
に
対
し
下
請
注
文
書
等
で
契
約
行

為
の
適
正
実
施
を
工
事
終
了
後
に
確
認
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
独
自
の
調
査
を
行
う
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

３
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
障
が
い
者

　
　

   

の
福
祉
充
実
か
ら
も
実
現
を

伹野裕之議員

◎
『
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
』

《
質
問
》

　

５
月
１０
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
会
に
お
け

る
町
長
の
所
信
表
明
で
、
成
年
後
見
体
制

を
構
築
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。
高
齢
化
社
会

が
進
展
す
る
中
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
高

齢
者
が
自
宅
を
売
る
場
合
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
を
す
る
場
合
な
ど
で
だ
ま
さ
れ
る
恐

れ
の
あ
る
状
況
下
、
禁
治
産
制
度
・
準
禁
治

産
制
度
及
び
後
見
・
保
佐
制
度
が
成
年
後
見

制
度
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
自
己

決
定
の
尊
重
、
残
存
能
力
の
活
用
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
し
い
理
念
と
従

来
の
本
人
保
護
の
理
念
の
調
和
を
趣
旨
と
し
、

柔
軟
か
つ
弾
力
的
で
利
用
し
や
す
い
制
度
と

し
て
施
行
後
１０
年
以
上
も
経
過
し
、
当
町
も

急
速
に
高
齢
化
が
進
み
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
状
況
下
に
あ
る
。

　

当
町
で
は
、
こ
の
制
度
を
必
要
と
さ
れ
る

成
年
被
後
見
人
は
何
名
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
人
と
し
て
適
任
者
は
在

住
し
て
い
る
の
か
。
い
な
い
場
合
は
町
外
に

求
め
る
の
か
。
町
主
導
で
こ
の
制
度
を
利
用
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革
プ
ラ
ン
を
、
さ
ら
に
２４
年
度
に
新
し
い
改

革
プ
ラ
ン
の
素
案
を
つ
く
っ
た
。
道
立
病
院

は
、
昭
和
２０
年
代
後
期
に
開
設
さ
れ
病
床
数

は
最
大
時
で
１
５
０
床
を
超
え
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
結
核
患
者
の
減
少
を
踏
ま
え
廃

止
の
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
に
お
け
る
結
核
医
療
及
び
呼
吸
器
疾

患
医
療
の
専
門
病
院
で
あ
っ
た
浦
河
赤
十
字

病
院
の
結
核
病
床
も
廃
止
と
な
っ
た
今
、
こ

れ
ま
で
道
立
病
院
の
エ
リ
ア
で
あ
っ
た
白
老

町
以
東
の
東
胆
振
と
日
高
管
内
各
町
へ
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

協
議
経
過
を
伺
う
。
こ
の
道
立
病
院
は
改
築

さ
れ
て
以
来
、
ま
だ
新
し
く
呼
吸
器
関
連
の

最
新
機
材
や
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
て
い
た
が
、

今
後
町
民
が
こ
の
よ
う
な
専
門
医
の
受
診
を

望
ん
だ
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
。

《
答
弁
》

小
竹
町
長　

道
立
病
院
は
、
結
核
病
床
を
有

す
る
呼
吸
器
系
の
病
院
で
現
在
６０
床
で
運
営

し
て
お
り
、
結
核
病
床
は
２０
床
と
な
っ
て
い

る
。
２４
年
の
結
核
患
者
は
１
日
当
た
り
入
院

３
・
９
人
・
外
来
１
・
０
人
で
、
そ
の
多
く
は

呼
吸
器
系
の
患
者
で
経
営
状
況
が
厳
し
い
た

め
改
革
プ
ラ
ン
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
使
命

は
３
次
医
療
圏
に
委
ね
る
こ
と
で
本
年
度
末

廃
止
の
検
討
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　

町
は
、
昨
年
７
月
以
降
７
回
に
わ
た
り
協

議
説
明
を
受
け
、
結
核
患
者
発
生
に
対
す
る

対
応
、
緊
急
時
の
入
院
環
境
の
確
保
、
呼
吸

器
医
療
の
受
診
環
境
確
保
を
要
望
し
た
。

《
質
問
》

　

北
海
道
は
、
平
成
２０
年
に
道
病
院
事
業
改

４
町
民
が
専
門
病
院
を
受
診
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

際
の
対
応
は

竹中進一議員

◎
『
北
海
道
立
苫
小
牧
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止
に
伴
う
影
響
』

し
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
か
。

安
心
・
安
全
で
住
み
良
い
暮
ら
し
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
、
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
と
知
的
・
精
神
障
が
い
者
の
福
祉
充

実
の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
と
思
う
。

　

町
民
に
十
分
理
解
さ
れ
た
中
で
、
相
応
の

覚
悟
と
責
務
を
持
っ
て
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
詳
細
な
説
明
と
町
の
考
え
を
伺
う
。

※
成
年
後
見
制
度
と
は
・
・
判
断
能
力
が
不
十

分
な
成
人
の
財
産
管
理
や
契
約
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
契
約
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
を
助
け

る
者
を
選
任
し
代
理
し
て
行
う
制
度
で
す
。

※
禁
治
産
・
準
禁
治
産
制
度
と
は
・
・
禁
治
産

者
は
心
神
喪
失
の
状
況
に
あ
る
者
。
準
禁
治
産

者
は
心
神
耗
弱
者
ま
た
は
浪
費
者
の
宣
告
を
家

庭
裁
判
所
で
受
け
た
者
で
、
禁
治
産
者
は
後
見

人
、
準
禁
治
産
者
は
保
佐
人
が
付
い
て
保
護
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
両
制
度
は

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
・
・
障
が
い

者
と
健
常
者
が
、
互
い
に
特
別
に
区
別
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
社
会
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
が

正
常
で
本
来
の
望
ま
し
い
姿
と
の
考
え
方
で
す
。

《
答
弁
》

小
竹
町
長　

町
内
で
任
意
後
見
人
を
選
任
し

た
ケ
ー
ス
は
数
件
承
知
し
て
い
る
が
、
法
定

後
見
人
を
選
任
し
た
ケ
ー
ス
は
な
く
、
早
急

に
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
な
い
が
単
身
で

身
寄
り
が
な
い
方
が
８
名
い
る
。
知
的
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
も
親
族
が
高
齢
で
あ
っ
た

り
、
施
設
入
所
し
て
い
る
方
も
数
名
い
る
。

町
内
に
お
け
る
後
見
体
制
の
確
立
は
急
務
で

検
討
の
必
要
が
あ
る
。
体
制
が
整
う
ま
で
は

近
隣
町
の
弁
護
士
等
の
専
門
家
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　

成
年
後
見
人
の
適
任
者
は
、
一
般
的
に
は

親
族
・
弁
護
士
等
の
専
門
家
・
市
民
後
見
人

等
で
あ
る
。

　

現
在
、
当
町
に
市
民
後
見
人
は
お
ら
ず
、

養
成
に
取
り
組
む
前
に
後
見
体
制
の
あ
り
方

を
検
討
・
協
議
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
昨
年
度
か
ら
町
内
の
社
会
福
祉
法

人
と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
、
先
進
地
視
察
を
行
い
体
制
整
備

の
方
針
を
明
確
化
し
議
会
に
協
議
を
求
め
る
。

　

新
冠
町
に
住
む
す
べ
て
の
方
々
が
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
は
町
の
責
務
で

あ
り
、
成
年
後
見
体
制
の
構
築
・
運
営
は
町

が
責
任
を
持
っ
て
関
わ
る
。

　

道
か
ら
は
、
緊
急
時
の
入
院
対
応
と
し
て

苫
小
牧
市
立
病
院
に
低
圧
空
調
設
備
を
有
す

る
病
床
の
整
備
。
患
者
及
び
家
族
が
来
院
で

き
な
い
場
合
は
保
健
所
が
患
者
搬
送
を
行
う
。

　

呼
吸
器
疾
患
の
患
者
対
応
は
、
苫
小
牧
市

立
病
院
・
王
子
総
合
病
院
が
引
き
継
ぐ
。
両

病
院
は
、
呼
吸
器
科
常
勤
医
師
各
１
名
の
増

員
を
図
り
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
た
と
回
答

を
得
た
。

　

今
後
は
道
の
定
例
会
に
廃
止
条
例
が
提
案

さ
れ
、
そ
の
後
に
住
民
周
知
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

来年３月末をもって廃止される道立苫小牧病院



平
成
25
年
度

補
正
予
算
の
審
議

　
　
　  

　
平
成
25
年
６
月
21
日

５　議会だより

【
内
容
】
既
定
予
算
に
３
億
６
千
２
０
０
万

４
千
円
を
追
加
し
、
５２
億
４
千
８
０
０
万
４

千
円
と
し
た
。

　

歳
出
　
総
務
費

▼
レ
・
コ
ー
ド
パ
ー
ク
複
合
遊
具
改
修
工
事 

�

補
正
金
額　

１
千
１
１
３
万
円

複
合
遊
具
を
改
修
す
る
必
要
性
は

《
１
回
目
の
質
疑
》

伹
野
議
員　

予
算
が
高
額
と
思
い
、
次
の
３

点
を
伺
う
。

①
平
成
９
年
当
時
の
設
置
費
用
は
。

②
現
在
の
利
用
状
況
は
。

③
改
修
内
容
等
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

宗
元
財
務
課
長　

①
９
８
０
万
円

②
人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
認
定
こ
ど

も
園
の
子
ど
も
達
や
親
子
連
れ
、
小
学
生
な

ど
が
利
用
し
て
い
る
。

③
こ
の
遊
具
は
木
製
で
あ
り
、
老
朽
化
で
支

柱
部
が
腐
食
し
危
険
な
た
め
、
す
べ
て
撤
去

 

一
　 

般
　 

会
　 

計

し
新
し
く
設
置
す
る
。
ま
た
、
園
内
の
注
意

看
板
２
基
も
改
修
す
る
。

《
２
回
目
の
質
疑
》

伹
野
議
員　

１
千
万
円
以
上
か
け
て
行
う
こ

と
に
一
部
の
町
民
か
ら
も
疑
問
の
声
が
あ
る
。

今
後
の
少
子
化
で
利
用
頻
度
が
落
ち
る
か
も

知
れ
な
い
。
町
は
そ
の
よ
う
な
中
で
も
改
修

を
行
な
う
の
か
。

中
村
副
町
長　

市
街
地
の
公
園
で
住
宅
密
集

地
の
た
め
、
親
子
や
認
定
こ
ど
も
園
の
子
ど

も
達
も
利
用
す
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

事
業
予
算
と
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

区　　　　分 補正回数 既定予算 ６月補正 補正後の予算

一般会計 1 4,886,000千円 362,004千円 5,248,004千円

特別会計 2,163,562千円 2,072千円 2,165,634千円

　簡易水道事業特別会計 1 400,509千円 11,685千円 412,194千円

　下水道事業特別会計 1 182,607千円 1,959千円 184,566千円

　国民健康保険特別会計事業勘定 2 767,866千円 523千円 768,389千円

　後期高齢者医療特別会計 62,232千円 62,232千円

　介護サービス特別会計事業勘定 1 305,865千円 ▲472千円 305,393千円

　国民健康保険診療所事業特別会計 1 444,483千円 ▲11,623千円 432,860千円

総　　　　計 7,049,562千円 364,076千円 7,413,638千円

平成25年度補正予算　3億6千400万円の増額補正

◇大狩部地区に待望の集会施設を建設！！

◇旧節婦小学校体育館を第２スポーツセンターへ！！

◇レ・コードパークの複合遊具を大改修！！

◇不妊治療費を助成するマザーリーフ事業！！

【
総
務
費
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
購
入
費

�

９６
万
８
千
円 改修が必要とされるレ・コードパーク複合遊具



議会だより　６

　

歳
出
　
民
生
費

【
民
生
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
大
狩
部
地
区
集
会
施
設
建
設
工
事

▼
集
会
施
設
備
品
購
入
費�

２
０
０
万
円

　

歳
出
　
衛
生
費

【
衛
生
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
不
妊
治
療
費
助
成
金�

１
４
０
万
円

▼
予
防
接
種
委
託
料�

４０
万
円

▼
東
川
共
同
墓
地
道
路
局
部
改
良
工
事

　

歳
出
　
農
林
水
産
業
費

【
農
林
水
産
業
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
野
菜
促
成
栽
培
施
設
整
備
事
業
補
助
金

�

４６
万
５
千
円

▼
牧
野
管
理
費
―
看
視
舎
合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　
　
　
　

設
置
工
事

▼
森
林
公
園
費
―
木
段
改
修
工
事

　

歳
出
　
商
工
費

【
商
工
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
新
冠
温
泉
給
油
加
圧
ポ
ン
プ
取
替
え
工
事

▼
新
冠
温
泉
照
明
備
品
購
入
費

　

歳
出
　
土
木
費

【
土
木
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
町
道
維
持
補
修
等
工
事�

２
千
５
０
０
万
円

▼
道
路
改
良
舗
装
工
事�

１
千
９
３
８
万
円

▼
河
川
整
備
等
工
事�

１
千
３
１
０
万
円

　

歳
出
　
消
防
費

【
消
防
費
の
補
正
予
算
】

▼
日
高
中
部
消
防
組
合
支
署
経
費
負
担
金

�

２５
万
円

　

歳
出
　
教
育
費

▼
国
内
研
修
受
入
事
業
実
行
委
員
会
交
付
金

�

補
正
金
額　

２
１
万
８
千
円

国
内
研
修
交
流
事
業
は

　
　
　
　
　

今
後
も
沖
縄
県
と
？

《
１
回
目
の
質
疑
》

中
川
議
員　

次
の
３
点
を
伺
う
。

①
こ
の
事
業
は
、
現
在
も
沖
縄
県
と
行
っ
て

い
る
の
か
。

②
引
率
は
、
町
職
員
だ
け
で
な
く
学
校
の
教

員
も
含
め
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

③
研
修
後
の
子
ど
も
達
の
教
育
効
果
は
。

工
藤
社
会
教
育
課
長　

①
現
在
も
沖
縄
県
の

金
武
町
と
行
っ
て
い
る
。

②
過
去
は
教
員
に
引
率
し
て
も
ら
っ
た
が
、

時
期
的
な
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
町
職
員
が

行
っ
て
い
る
。

③
自
然
体
験
や
平
和
学
習
等
を
通
し
て
学
校

教
育
で
は
学
べ
な
い
体
験
が
で
き
、
非
常
に

よ
い
効
果
と
な
っ
て
い
る
。

《
２
回
目
の
質
疑
》

中
川
議
員　

教
員
も
引
率
に
参
加
し
て
は
ど

う
か
と
思
う
。
ま
た
、
過
去
は
別
の
町
と
も

交
流
し
て
い
た
が
、
将
来
も
沖
縄
県
に
固
定

し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

杉
本
教
育
長　

教
員
に
は
、
事
前
・
事
後
の

研
修
で
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
の
交

流
先
と
は
数
年
経
過
し
て
い
る
が
、
昨
年
度

私
自
身
が
参
加
し
行
き
先
含
め
て
子
ど
も
達

の
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
先
方
の
教
育
長
と

も
話
し
合
っ
た
結
果
、
今
年
度
の
事
業
は
子

ど
も
達
を
迎
え
音
楽
を
通
し
た
交
流
を
進
め

て
い
く
。

《
最
終
の
質
疑
》

中
川
議
員　

過
去
に
受
入
れ
を
行
っ
た
時
は
、

相
手
の
校
長
・
教
頭
・
一
般
教
員
も
引
率
に

参
加
し
て
い
た
。
温
度
差
を
感
じ
る
の
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
、
交
流

先
を
東
北
の
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
子
ど
も

達
と
行
い
、
勇
気
付
け
て
は
ど
う
か
と
思
い

検
討
を
願
う
。

杉
本
教
育
長　

温
度
差
に
つ
い
て
は
今
後
、

校
長
会
等
で
協
議
し
た
い
。
沖
縄
県
と
は
、

数
年
程
度
は
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東
北
に
関
し
て
は
、
青
年
や
婦
人
も
含
め
て

対
象
を
広
げ
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く

り
の
観
点
か
ら
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

▼
節
婦
体
育
館
改
修
工
事

�

補
正
金
額　

２
千
５
７
４
万
２
千
円

節
婦
体
育
館
に
は

　
　
　

も
う
一
つ
の
機
能
が
あ
る

鳴
海
議
員　

こ
の
施
設
は
、
災
害
時
の
避
難

施
設
で
も
あ
る
。
改
修
内
容
の
説
明
で
非
常

用
発
電
機
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の

工
事
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
含
ま
れ
て
い

な
け
れ
ば
非
常
時
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

今年行われた国内研修の事前研修に取り組む子ども達



７　議会だより

中
村
総
務
企
画
課
長　

移
動
可
能
な
も
の
が

す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。

【
教
育
費
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
新
冠
小
学
校
陸
屋
根
改
修
工
事

▼
レ
コ
ー
ド
収
蔵
庫
整
備
工
事

【
内
容
】
既
定
予
算
に
１
千
１
６
８
万
５
千

円
を
追
加
し
４
億
１
千
２
１
９
万
４
千
円
と

し
た
。

【
内
容
】
既
定
予
算
に
１
９
５
万
９
千
円
を

追
加
し
１
億
８
千
４
５
６
万
６
千
円
と
し
た
。

【
内
容
】
既
定
予
算
に
５２
万
３
千
円
を
追
加

し
７
億
６
千
８
３
８
万
９
千
円
と
し
た
。

【
内
容
】
既
定
予
算
か
ら
４７
万
２
千
円
を
減

額
し
３
億
５
３
９
万
３
千
円
と
し
た
。

【
内
容
】
既
定
予
算
か
ら
１
千
１
６
２
万
３

千
円
を
減
額
し
４
億
３
千
２
８
６
万
円
と
し
た
。

▼
広
告
料�

補
正
金
額　

６９
万
円

医
師
募
集
広
告
の
効
果
は

竹
中
議
員　

こ
の
予
算
は
医
師
募
集
の
広
告

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

有
田
診
療
所
事
務
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
募
集
す
る
。
年
々
、

当
診
療
所
の
医
師
求
人
の
問
い
合
わ
せ
は
減

少
し
て
い
る
。
今
回
、
大
幅
な
医
師
の
交
代

が
あ
っ
た
中
、
医
師
３
名
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
が
運
営
上
必
要
な
こ
と
か
ら
行
う
も
の
。

【
国
保
診
療
所
会
計
の
そ
の
他
主
な
補
正
予
算
】

▼
医
薬
材
料
費�

△
２
２
１
万
５
千
円

▼
診
療
業
務
委
託
料�

△
２
４
０
万
円

▼
診
療
検
査
業
務
委
託
料

�
△
１
１
５
万
４
千
円

し
つ
つ
あ
る
が
、
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
資

金
獲
得
手
口
の
巧
妙
化
な
ど
住
民
等
に
多
大

な
脅
威
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と

住
民
等
が
一
体
化
と
な
り
、
排
除
を
推
進
し

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
制
定
す
る
も
の
。

《
１
回
目
の
質
疑
》

寺
田
議
員　

該
当
者
を
暴
力
団
と
認
定
で
き

る
か
ど
う
か
が
重
要
と
思
う
。
町
は
、
ど
の

よ
う
な
情
報
提
供
を
住
民
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

奥
山
町
民
生
活
課
長　

本
条
例
で
認
定
事
項

は
定
め
て
い
な
い
。
暴
力
団
該
当
の
有
無
は
、

警
察
に
照
会
し
判
断
し
て
も
ら
う
。

《
２
回
目
の
質
疑
》

寺
田
議
員　

情
報
を
持
っ
て
い
る
機
関
が
警

察
の
み
で
あ
れ
ば
、
町
は
住
民
へ
ど
の
よ
う

に
周
知
す
る
の
か
。

奥
山
町
民
生
活
課
長　

照
会
し
た
結
果
を
住

民
周
知
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
目
的
は
、
該

当
者
に
対
し
公
共
施
設
の
使
用
制
限
や
各
種

事
業
か
ら
排
除
す
る
こ
と
。

《
最
終
の
質
疑
》

寺
田
議
員　

条
例
の
内
容
を
見
る
と
、
情
報

を
知
り
得
た
住
民
が
警
察
や
町
な
ど
に
通
報

と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
住
民
同
士
の
ト

ラ
ブ
ル
が
心
配
さ
れ
る
と
思
う
が
。

奥
山
町
民
生
活
課
長　

本
条
例
は
、
個
人
的

な
も
の
で
は
な
く
組
織
的
な
活
動
に
対
し
て

定
め
て
い
る
。
威
圧
的
な
行
為
や
資
金
獲
得

活
動
、
事
務
所
設
置
等
を
住
民
が
知
り
得
た

場
合
は
、
町
に
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
旨
の

趣
旨
で
あ
る
。
住
民
周
知
は
適
正
に
行
な
う
。

◎
日
高
判
官
館
青
年
の
家
設
置
条
例
等

　

の
一
部
改
正

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
本
条
例
の
ほ
か
１３
条
例
の
一
部
改

正
で
、
各
公
共
施
設
に
お
け
る
暴
力
団
の

活
動
に
よ
る
使
用
を
制
限
す
る
規
定
を
暴
力

団
排
除
の
推
進
条
例
に
包
括
す
る
こ
と
か
ら
、

当
該
規
定
を
除
く
内
容
に
改
正
す
る
も
の
。

◎
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
旧
節
婦
小
学
校
体
育
館
は
、
現
在

避
難
所
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
施
設
の

有
効
活
用
と
節
婦
青
少
年
会
館
の
代
替
施
設

と
し
て
、
社
会
体
育
施
設
に
位
置
付
け
る
も

の
。

◎
青
少
年
会
館
条
例
の
廃
止

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
旧
節
婦
小
学
校
体
育
館
に
機
能
及

び
用
途
を
移
転
す
る
た
め
、
本
条
例
を
廃
止

◎
暴
力
団
排
除
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　

の
制
定

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
近
年
の
暴
力
団
は
社
会
か
ら
孤
立

下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

国
保
診
療
所
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

 

条
　
例
　
の
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止 

 

条
　
例
　
の
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条
　
例
　
の
　
制
　
定 

平
成
25
年 

第
２
回 

定
例
会

　
　
　  

平
成
25
年
６
月
18
日

審
議
し
た
議
案
等



◎
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

　

の
変
更

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
規
約

を
変
更
す
る
も
の
で
、
道
内
の
構
成
団
体
に

変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決
を

求
め
ら
れ
た
も
の
。

◎
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

　

償
等
組
合
規
約
の
変
更

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
先
の
規
約
変
更
と
同
理
由
で
、
規

約
を
変
更
し
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

議会だより　８

―
町
民
の
声
を
国
政
等
に
―

　

議
員
提
案
に
よ
り
次
の
意
見
案
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
政
府
関
係
機
関

等
に
提
出
し
ま
し
た
。

1
光
回
線
に
よ
る
超
高
速
情
報
イ
ン

　

フ
ラ
未
整
備
地
域
の
解
消
を
求
め

　

る
意
見
書�

提
出
者　

竹
中　

進
一

�

（
挙
手
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

　

我
が
国
の
光
通
信
網
の
整
備
状
況
は
、
全

国
世
帯
９７
％
で
残
り
３
％
の
地
域
世
帯
は
、

北
海
道
や
離
島
に
偏
在
し
情
報
社
会
に
取
り

残
さ
れ
、
ま
す
ま
す
中
山
間
地
域
に
住
む
者

の
活
性
化
を
阻
害
し
、
過
疎
化
と
高
齢
化
に

拍
車
を
か
け
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
積
極
的
な
整
備
が
求
め
ら
れ
る
が
、

多
額
の
費
用
を
要
し
採
算
性
で
民
間
事
業
者

や
財
政
規
模
が
脆
弱
な
自
治
体
で
は
不
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
積
極
的
な
政
策
を

要
請
す
る
。

2
平
成
２５
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改

　

正
等
に
関
す
る
意
見
書

�
提
出
者　

竹
中　

進
一

�

（
挙
手
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

平
成
２０
年
「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓

   

意 

見 

書 

の 

提 

出

会
議
」
と
平
成
２２
年
「
雇
用
戦
略
対
話
」
に

お
い
て
、
「
最
低
賃
金
は
、
で
き
る
限
り
最

低
８
０
０
円
を
確
保
し
、
平
成
３２
年
ま
で
に

全
国
平
均
１
，
０
０
０
円
を
目
指
す
」
と
の

合
意
を
し
た
。

　

北
海
道
地
域
最
低
賃
金
は
、
こ
こ
６
年
間

で
７５
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
審
議
会
の
議

論
は
引
き
上
げ
額
の
み
で
、
労
働
者
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
確
保
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

平
成
２５
年
度
の
北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正
を

強
く
要
望
す
る
。

3
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

　

る
意
見
書�

提
出
者　

竹
中　

進
一

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

　

政
府
は
、
政
策
目
的
実
現
の
た
め
に
地
方

公
務
員
の
臨
時
給
与
減
額
に
係
る
地
方
交
付

税
減
額
を
推
し
進
め
た
。
こ
れ
は
地
方
財
政

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
、
憲
法
が

保
障
す
る
地
方
自
治
の
本
旨
か
ら
容
認
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
と
地
方
の
十
分
な

協
議
を
保
障
し
た
上
で
、
そ
の
あ
り
方
や

総
額
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
地
方
自
治

体
の
安
定
的
な
行
政
運
営
の
実
現
の
た
め
、

２
０
１
４
年
度
の
地
方
交
付
税
総
額
等
の
拡

大
に
向
け
て
対
策
を
求
め
る
。

永年地域に愛され活用されてきた節婦青少年会館

追 
加 
し 

た 

議 

案

◎
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
平
成
２２
年
か
ら
２６
年
度
ま
で
の
３

地
区
の
辺
地
整
備
計
画
を
つ
く
っ
た
が
、
う

ち
東
川
辺
地
の
道
路
整
備
（
広
域
農
道
）
を

早
期
完
成
さ
せ
る
た
め
、
事
業
費
等
の
増
加

の
計
画
変
更
を
道
知
事
か
ら
許
可
を
得
た
た

め
、
議
会
の
議
決
を
経
て
総
務
大
臣
に
提
出

す
る
も
の
。

　

議
会
の
議
決
が
必
要
な
工
事
請
負
契
約

（
予
定
価
格
５
千
万
円
以
上
）
が
提
案
さ
れ
、

全
員
挙
手
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

◎
新
冠
第
二
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業

　

太
陽
・
芽
呂
地
区
前
処
理
施
設
機
械

　

電
気
工
事
請
負
契
約
の
締
結

―
内
容
―

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
２
千
３
１
１
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
千
５
０
０
円

相
手
方　
　

新
栄
ク
リ
エ
イ
ト
・
東
出
電
設

�

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
そ
　
　 

の
　
　 

他

 

請 

負 
契 
約 
の 

締 

結

す
る
も
の
。



９　議会だより

り
、
義
務
教
育
に
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
制
度
の
堅
持
と
「
三
位
一
体
改
革
」
で

削
減
さ
れ
た
負
担
率
を
１
／
２
へ
復
元
す
る

な
ど
の
改
善
を
求
め
る
。

・
教
職
員
定
数
の
改
善
、
子
ど
も
達
に
行
き

届
い
た
教
育
を
保
障
す
る
た
め
の
「
３０
人
以

下
学
級
」
の
早
期
実
施
を
求
め
る
。

・
教
材
費
等
保
護
者
負
担
は
、
地
域
に
よ
っ

て
格
差
が
あ
る
た
め
国
に
よ
る
教
育
予
算
の

拡
充
を
求
め
る
。

�
（
受
理
）

◎
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

【
内
容
】
平
成
２５
年
４
月
分
ま
で
の
検
査
調

書
の
計
数
と
関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
に
よ
り

審
査
を
行
い
各
金
融
機
関
の
預
金
残
高
を
確

認
照
合
し
た
結
果
、
各
会
計
・
基
金
及
び
歳

入
歳
出
現
金
に
つ
い
て
計
数
上
の
誤
り
は
認

め
ら
れ
な
い
。

◎
出
資
団
体
・
公
の
施
設
の
指
定
管
理

　

者
の
監
査
結
果
報
告

【
内
容
】
有
限
会
社
日
高
軽
種
馬
共
同
育
成

 

報
　
　
　
　
　
　  

告

4
道
教
委
『
新
た
な
高
校
教
育
に
関

　

す
る
指
針
』
の
見
直
し
と
地
域
や

　

子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
高
校
づ

　

く
り
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

�
提
出
者　

中
川　

信
幸　

�
（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

　

道
教
委
は
、
指
針
に
基
づ
き
毎
年
度
「
公

立
高
等
学
校
配
置
計
画
」
を
決
定
し
、
高
校

の
募
集
停
止
や
再
編
・
統
合
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
地
元
の
高
校
を
奪
わ
れ
た
保
護

者
や
子
ど
も
は
、
遠
距
離
通
学
や
下
宿
生
活

等
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。
今
後
も
計
画

が
進
む
と
道
内
の
高
校
約
４４
％
が
消
滅
し
地

域
全
体
の
衰
退
に
つ
な
が
る
た
め
、
指
針
の

見
直
し
、
新
た
な
高
校
配
置
計
画
や
高
校
教

育
制
度
の
創
設
を
要
請
す
る
。

5
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

　

・
負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元
、

　

「
３０
人
以
下
学
級
」
の
実
現
を
め

　

ざ
す
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学
保

　

障
充
実
な
ど
２
０
１
４
年
度
国
家

　

予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
確

　

保
・
拡
充
に
向
け
た
意
見
書

�

提
出
者　

中
川　

信
幸　

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

―
―
一
部
抜
粋
―
―

・
標
準
的
な
教
職
員
数
の
確
保
は
、
へ
き
地

校
な
ど
が
多
い
北
海
道
で
は
教
育
の
機
会
均

等
を
保
障
す
る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
制
度
は
地
域
主
権
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

公
社
・
有
限
会
社
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗

馬
ク
ラ
ブ
・
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
・
新
冠

町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

（
社
会
福
祉
法
人
新
冠
ほ
く
と
園
）
を
５
月

２４
日
に
監
査
を
実
施
。
関
係
諸
帳
簿
に
よ
り

計
数
審
査
を
行
い
各
金
融
機
関
ご
と
の
預
金

残
高
を
確
認
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
は
認
め

ら
れ
な
い
。

◎
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
の
報
告

【
内
容
】
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
２４
年
度
事
業
の
決
算
報
告
及
び
２５
年
度

事
業
計
画
の
報
告
が
あ
っ
た
。

①
有
限
会
社
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク

　

ラ
ブ

②
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ

③
有
限
会
社
日
高
軽
種
馬
共
同
育
成
公
社

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

【
内
容
】
平
成
２４
年
度
予
算
を
２５
年
度
へ
繰

越
し
た
確
定
額
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

「
広
域
農
道
整
備
事
業
負
担
金
」

�

４
４
５
万
５
千
円

　

「
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
」

�

５
５
０
万
円

　

「
道
営
草
地
整
備
事
業
負
担
金
」

�

５
５
０
万
円

　

「
林
道
橋
梁
点
検
診
断
業
務
委
託
」

�

７６
万
７
千
円

　

「
ゆ
と
り
野
団
地
公
営
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
部
改
修
工
事
」

�

６
０
０
万
円

　

「
新
冠
中
学
校
暖
房
機
改
修
工
事
」

�

３
千
１
９
８
万
３
千
円

�

合
計　

５
千
４
２
０
万
５
千
円

◎
専
決
処
分

【
内
容
】
町
道
に
て
損
害
を
与
え
た
事
故
に

対
す
る
損
害
賠
償
の
和
解
及
び
額
の
決
定
を

専
決
処
分
し
た
報
告
が
あ
っ
た
。

　�

（
適
任
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

【
内
容
】
平
成
２５
年
９
月
３０
日
で
任
期
満
了

を
迎
え
る
、
次
の
２
人
の
方
に
引
き
続
き
職

務
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
く
再
度
推
薦
し
た
。

田
外　

清
さ
ん　
　

本
町
在
住
６０
歳

扇
谷　

勉
さ
ん　

節
婦
町
在
住
６３
歳

　

お
二
方
と
も
経
験
豊
か
で
地
域
活
動
に
と

て
も
熱
心
な
方
で
す
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
の
職
務
は
、
人
権

擁
護
運
動
の
推
進
に
協
力
す
る
こ
と
、
人
権

犯
罪
事
件
に
つ
い
て
救
済
・
調
査
・
情
報
の

収
集
を
行
い
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
な
ど

で
任
期
は
３
年
で
す
。

 

人
　
　
　
　
　
　  

事
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平
成
25
年 

第
２
回 

臨
時
会

　
　
　  

平
成
25
年
５
月
10
日

◆
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
充
実

◆
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
実
現

◆
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り

◆
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

※
内
容
は
町
広
報
６
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

小
竹
國
昭
町
長　

３
期
目
の
所
信
表
明

　

今
年
は
５
名
の
参
加

　

７
月
２４
日
、
新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯

で
新
冠
町
議
会
議
員
Ｏ
Ｂ
会
（
会
員
１４
名　

会
長　

豊
巻　

浩
氏
）
の
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
を
語
る
会
で
小
竹
町
長

か
ら
３
期
目
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

懇
親
会
で
は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
和
や
か

な
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

現
職
議
員
一
同
、
大
先
輩
方
の
益
々
の
ご

発
展
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

新
冠
町
を
語
る
会
を
開
催

�

（
同
意
）

　

新
冠
町
副
町
長 

村
田
邦
洋
氏
は
、
平
成

２５
年
５
月
１０
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
後
任
に
次
の
者
を
選
任
す
べ
く
同
意

し
た
。

　

中
村　

修
二
氏　

中
央
町
在
住
５９
歳

※
中
村
新
副
町
長
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
も

　

町
広
報
６
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

◎
平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
異
議
な
し
で
原
案
承
認
）

【
内
容
】
既
定
予
算
に
２
億
３
千
３
６
８
万

７
千
万
を
追
加
し
、
５７
億
１
千
９
９
４
万
１

千
円
と
し
た
。

　

新
冠
中
学
校
暖
房
機
改
修
工
事
、
普
通
及

び
特
別
交
付
税
の
２４
年
度
交
付
決
定
に
伴
う

基
金
へ
の
積
み
立
て
、
町
有
牛
な
ど
財
産
の

売
り
払
い
収
入
、
寄
付
金
の
積
み
立
て
を

行
っ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
２４
年
度
内
に
確

定
す
べ
く
専
決
処
分
し
た
も
の
。

◎
税
条
例
の
一
部
改
正

�

（
異
議
な
し
で
原
案
承
認
）

【
内
容
】
個
人
住
民
税
の
住
宅
借
り
入
れ
等

特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
延
長
・
拡
充
ほ

か
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
の
負
担
軽
減

を
図
る
固
定
資
産
税
等
の
課
税
免
除
措
置
の

継
続
等
行
う
べ
く
、
地
方
税
法
が
本
年
３
月

３０
日
に
改
正
さ
れ
た
た
め
、
町
の
税
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　
　◎

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

�

（
異
議
な
し
で
原
案
承
認
）

【
内
容
】
地
方
税
法
が
本
年
３
月
３０
日
改
正

さ
れ
た
た
め
、
町
の
国
保
税
条
例
の
改
正
が

必
要
に
な
っ
た
も
の
で
、
平
成
２０
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
時
に
世
帯
員
が
、

こ
の
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
世
帯
の

負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
講
じ
た
特
例
措
置

の
恒
久
化
及
び
延
長
に
関
す
る
も
の
。

【
内
容
】
既
定
予
算
に
４０
万
４
千
円
を
追
加

し
７
億
６
千
７
８
６
万
６
千
円
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

  

副 

町 

長 

の 

選 

任

  
補
　 
正
　 

予
　 

算

  

専
　 

決
　 

処
　 

分
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日
高
食
肉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の

　
　
　
　
　
進
ち
ょ
く
状
況
を
視
察

　

５
月
３１
日
、
字
西
泊
津
で
建
設
中
の
食
肉

セ
ン
タ
ー
の
工
事
現
場
に
訪
れ
、
現
場
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

操
業
開
始
は
平
成
２６
年
１０
月
頃
の
予
定
で
す
。

○
５
月
３１
日

　

ワ
イ
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
構
想
に
係

　

る
ブ
ド
ウ
試
験
栽
培
貸
付
用
地
ほ
か
７
件

○
６
月
７
日

　

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
ほ
か
５
件

平
成
25
年
５
月
１
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で

委
員
会
の
活
動
状
況

議会を傍聴してみませんか
町政はあなたのために。

日程については､議会事務局まで
　　　　　　お問い合わせください。

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は､9月中旬に開会の予定です。

手続きは、４階の傍聴者名簿に
住所・氏名を記入するだけです。

○
５
月
２
日

　

公
益
性
の
有
無
を
判
断
す
る
尺
度
の
一
環

と
し
て
、
町
農
協
の
臨
時
総
会
に
お
け
る
財

政
支
援
要
請
の
決
議
状
況
、
損
失
補
償
対
象

農
家
及
び
町
農
協
の
経
営
改
善
計
画
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
４
月
１０
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議

院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
副
大
臣
答
弁

の
「
系
統
組
織
に
よ
る
支
援
」
を
受
け
た
Ｊ

Ａ
北
海
道
中
央
会
等
に
よ
る
支
援
措
置
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
継
続
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

○
５
月
９
日　

第
２
回
臨
時
会
の
運
営

○
６
月
１７
日　

第
２
回
定
例
会
の
運
営

○
７
月
９
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
９
３
号
の
編
集

総
務
産
業
常
任
委
員
会

（電話47-2559(直通)）

新
冠
町
農
協
財
政
支
援
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

日高食肉センターの工事現場

議
員
研
修
会
に
参
加

　

札
幌
市
で
毎
年
行
わ
れ
る
全
道
の
議
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
機
に
議
員
と
し
て
の
資
質
を

さ
ら
に
高
め
て
参
り
ま
す
。

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

期　

日　

６
月
２
７
日

会　

場　

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

出
席
議
員　

７
名

①
『
議
会
改
革
に
期
待
す
る
』

　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

　
　
　
　
　
　
　

教
授　

片
山　

善
博
氏

　
②
『
今
後
の
政
局
・
政
治
展
望
』

　

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト　
　

伊
藤　

惇
夫
氏

○
議
員
研
修
（
行
政
視
察
）

　

６
月
２
８
日
、
札
幌
市
の
藻
岩
浄
水
場
水

力
発
電
所
と
千
歳
市
の
北
海
道
中
央
葡
萄
酒

千
歳
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
藻
岩
浄
水
場
水
力
発
電
所

　

水
力
発
電
は
、
ダ
ム
等
の
落
差
を
活
用
し

水
を
落
下
さ
せ
た
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

さ
せ
る
方
式
で
す
。

　

藻
岩
浄
水
場
で
は
、
年
間
３
０
０
万
ｋ
ｗ

（
約
８
３
０
世
帯
相
当
）
の
電
力
を
発
電
さ

せ
、
隣
接
し
て
い
る
水
道
記
念
館
等
の
運
営

や
電
気
自
動
車
の
燃
料
。
余
剰
電
力
は
北
電

に
売
却
す
る
な
ど
有
効
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
北
海
道
中
央
葡
萄
酒
千
歳
ワ
イ
ナ
リ
ー

　

民
間
企
業
に
よ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

構
想
に
係
る
ブ
ド
ウ
試
験
栽
培
が
、
西
泊
津

の
町
有
地
で
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

た
め
、
視
察
し
ま
し
た
。

千歳ワイナリーでの視察模様 藻岩浄水場での視察模様
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議会だより
にいかっぷ
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topics 議会の話題

　  ☆字北星町　椎名はりきゅう整骨院
　　　　　　　　   院長　椎名　正人さん☆
　この度７月22日、新冠町を離れてから当初の目標で
あった整骨院をふるさとで開業することができました。
　これもひとえに両親をはじめ私に関わってくださった
皆様のおかげと感謝しております。
　以前、高校の卒業文集を読み返して見たとき『10年
後の自分』という題で私の書いたものに「10年後は新
冠で整骨院を開業して・・」という文を見つけました。
予定より６年程遅れましたが、目標が現実になったこと
に安堵しております。
　当院は急性期のケガや慢性的な体の不調に対しても、
中医学を取り入れた幅広い治療を提供させて頂いており
ます。鉄は熱いうちに打てと言いますが、ケガや病気も
１日も早く治療することが早期回復のカギとなります。
　新冠町民の皆様ならびに近隣の皆様の苦痛を取り去
り、笑顔を見るため日々精進してまいりますのでよろし
くお願い申し上げます。

    『こころ』　〜ふるさとに恩返し〜

　７月３日、朝日小学校の４年生１４名が社会科見学で
役場やレ・コード館に来てくれました。
　議場では、全員大興奮で駆け回った後に子ども達から
たくさんの質問を役場担当職員が、時にはタジタジ（？）
になりながらも丁寧に答えていました。
　その模様はまるで議員の一般質問（？）のようにも映
りました。
「役場の仕事はどれぐらいあるのですか。」
う～ん、とても難しい質問です。言葉で言い表せません。
子どもだけでなく、私たち大人も日々勉強が必要ですね。
改めて教わりました。

大きくて広い議場にびっくり！！
～朝日小学校４年生社会科見学～

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委
　

員
　

長
　
伹
　
野
　
裕
　
之

　
　
副
委
員
長
　
秋
　
山
　
三
津
男

　
　
委
　
　
員
　
鳴
　
海
　
修
　
司

　
　
委
　
　
員
　
竹
　
中
　
進
　
一

　
　
委
　
　
員
　
堤
　
　
　
俊
　
昭

　
発 
行 

責 

任 

者

　
　
議
　
　
長
　
芳
　
住
　
革
　
二

▶

あ
と
が
き

あ
と
が
き

▽
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
変
わ
っ
て

最
初
の
広
報
紙
の
発
行
で
す
。

▽
先
月
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選

挙
の
結
果
、
自
民
党
大
勝
で
ね
じ

れ
解
消
。

▽
ね
じ
れ
の
な
い
広
報
委
員
会
は
、

気
持
ち
を
新
た
に
議
会
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

▽
読
み
や
す
く
親
し
み
の
あ
る
広

報
紙
を
め
ざ
し
て
。

　
　

今
号
の
あ
と
が
き
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

伹
野  

裕
之


